
202２年度 世界肝炎デー企画

市民公開講座 開催報告
配信期間 2022年7月25日（月）～9月11日（日）

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、昨年度に引き続きオンデマンド配信による
開催となりました。

第１部「依存症を予防するアルコールとの付き合い方」
講師：加賀谷 有行 医師（瀬野川病院KONUMA記念依存とこころの研究所 所長）

広島県の依存症治療拠点機関で、日々、依存症の患者さんを診察しておられる加賀
谷先生を講師にむかえ、アルコール依存症について、その特徴から、薬物療法、心理
社会的治療まで分かりやすく説明いただきました。

第２部「アルコールと肝疾患について～肝臓内科の立場より～」
講師：中原 隆志 医師 （広島大学病院 消化器内科 診療准教授）

当院の消化器内科医師からは、アルコールの代謝動態、アルコール多量飲酒による
肝障害の進行、今話題の減酒治療薬について等ご講演をいただきました。

視聴回数：123回 視聴時間：18時間

広島大学病院
肝疾患相談室 共催



アンケート結果 （回答者：17名）

皆様、アンケートにご回答いただきありがとうございました。
今後の運営に反映させていただきます。

■飲酒による肝障害の事例や禁酒の効果をデータとして分かりやすく示して
もらったことで、家族へ根拠をもって減酒をすすめることができます。

■普段から肝疾患に携わる医療従事者としても知見が広がりました。

■様々な種類のアルコール飲料を共通単位（ドリンク）で考えるというのは
わかりやすかった。

■アルコール関連疾患が生活習慣病にも深く関連すること、予防が一番大切
であるという啓発（ドリンクの定義）を、一般の方が当たり前のように知
る機会を広めていってほしいです。県と市町総ぐるみで行ってほしいです。

など、ご意見が寄せられました。

自由記載によるご意見

満足度が「どちらともいえない」と回答された方からは、その理由として、「難しかった」「目新しい情報が
なかった」との実直なご意見も頂戴しました。

広島大学病院肝疾患相談室


